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２．プロジェクトの概要１．プロジェクトの背景

３．さらなる利活用の促進



＜目標１＞
飛躍知の発見・発明
～ 未来を切り拓く

多様な知識の蓄積・創造

＜目標３＞
環境と経済の両立

～ 環境と経済を両立し
持続可能な発展を実現

＜目標５＞
生涯はつらつ生活

～ 子供から高齢者まで
健康な日本を実現

＜目標２＞
科学技術の限界突破
～ 人類の夢への

挑戦と実現

＜目標４＞
イノベーター日本

～ 革新を続ける強靭な
経済・産業を実現

＜目標６＞
安全が誇りとなる国
～ 世界一安全な国・

日本を実現

汎用ＣＰＵの
低電力化、高性能化

ネットワークの
超高速化、超高信頼化

国際水準ソフトウェア
(ｸﾞﾘｯﾄﾞﾐﾄﾞﾙｳｪｱなど)

の開発

生命体シミュレーション
による、テーラーメイド

医療の実現
(ライフサイエンス)

衝突解析の完全自動化
による「試作レス」の

自動車開発
（ものづくり)

触媒設計による
新ナノ素材の開発

(ナノテクノロジー)

津波被害の軽減
（防災)

次世代スパコンの
開発利用

台風進路、集中豪雨等
の瞬時の予測
（地球環境）

核融合炉開発の推進
（原子力）

銀河・惑星形成
過程の解明

（天文・宇宙物理）

生態系等も考慮した
高度な地球環境変動予測

（地球環境）

新薬の短期間開発
(ライフサイエンス)

高精度なエルニーニョ
の影響予測

（地球環境）
宇宙天気予報の実現

（航空・宇宙）

新型ロケット
エンジンの開発
（航空・宇宙）

超高速光スイッチ
の開発

(ナノテクノロジー)
地震被害の軽減

（防災)

（１）「第３期科学技術基本計画」における６つの政策目標実現への貢献

（２）我が国の「科学技術創造立国」としての国際的評価の確立

スパコンは科学技術創造立国実現のために極めて重要なツール

世界最高性能スパコンの開発・利用により、「科学技術創造立国」としての国際的評価を確立

１. 次世代スーパーコンピュータの開発による
我が国の社会の広範な分野への貢献
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新薬の開発新しい半導体材料の開発

高精度な新薬候補物
質の絞込み、最適化
により、新薬の開発
期間を短縮し、新薬
開発の国際競争力の
強化に資する。

原子一つ一つをシミュ
レーションすることに
より、試行錯誤で行っ
ていた材料開発が画
期的に進歩する。

10万原子

デバイス全体

ライフサイエンスライフサイエンスナノテクノロジーナノテクノロジー

２. 次世代スーパーコンピュータで初めて可能になる応用分野例

自動車の衝突の解析 台風の進路や集中豪雨の予測

人手で数ヵ月かかる

モデル作成等が１～

２時間で自動化でき、

安全性の向上や産業

競争力強化に繋がる。

１Kｍ四方以下でのシ

ミュレーションにより、

集中豪雨や台風進路

の精度の高い予測が

可能になる。

ものづくり
ものづくり 原子力

原子力
地球環境
地球環境

新薬設計

タンパク質の
活性部位
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様々な薬剤候補物質

原子力施設の耐震解析

資料提供：富士通、日本原子力研究開発機構、理化学研究所

原子力施設の全容シ

ミュレーションによる、

プラントの各種設計や

危険予知に関する総

合的な解析・評価が可

能になる。

次世代スパコン現状

人手メッシュ作成
数ヶ月

コンピュータ自動メッシュ作成
１～２時間

シミュレーションスケール
3.5km

１０万原子の計算時間
２ヶ月

最適化に要する計算時間
１５０年

最適化に要する計算時間
６ヶ月

シミュレーションスケール
400m

現状 次世代スパコン

次世代スパコン現状現状 次世代スパコン

次世代スパコン現状

１０万原子の計算時間
８００年

原子力施設の全体解析
５年半

原子力施設の全体解析
２週間
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米国は、軍事利用を中心に産業、科学技術・学術研究での利用のため、複数の大規模プロジェクト

を並行して推進。
日本は、地球シミュレータ計画（平成９（’９７）～１４（‘０２）年）の後、平成１６（’０４）年１１月以降、米国

の後塵を拝していることから、次世代スーパーコンピュータプロジェクトで巻き返しを図る。
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10ペタ
(京速)

次世代スパコン

CP-PACS(筑波大)

NLCF

41テラFLOPS

FLOPS：
１秒間の浮動小数点演算回数 10ペタFLOPS級

1ペタ
FLOPS超

ASC 
Red Storm

地球シミュレータ
（海洋機構）

Cyber
Infra-
structure

ASC
BlueGene/P

３．日米のスパコン開発競争と米国の戦略

エネルギー省(ＤＯＥ)
－ＡＳＣ計画（旧ＡＳＣＩ計画）－

ターゲットを絞って世界最速を目指す
(BlueGene)

－ＮＬＣＦ※1計画－
ライフサイエンスや核融合分野といった
幅広い分野での利用を目指す

国防省（ＤＯＤ）
－ＨＰＣＳ※２計画－

既存技術の延長線上にない新世代スパ
コンの開発を目指す

米国科学財団(ＮＳＦ)の活動
－Ｃｙｂｅｒ Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ計画－

２０１１年に１ペタFLOPS超を目指す

米国航空宇宙局（NASA）
－Pleiades計画－

２００９年までに１ペタFLOPS、２０１２年
までに１０ペタFLOPSを目指す

'96

数値風洞(航技研)

設置済

計 画

日 米

TSUBAME
(東工大)

ASC
Road Runner

Pleiades

T2Kオープンスパコン
（東大・筑波大・京大）

BlueGene/L

※１ NLCF：National Leadership Computing Facility

※２ HPCS：High Productivity Computing System

HPCS
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２．プロジェクトの概要１．プロジェクトの背景

３．さらなる利活用の促進



１．目的 世界最先端・最高性能の次世代スーパーコンピュータの開発・整備及び利用技術の開発・普及１．目的 世界最先端・最高性能の次世代スーパーコンピュータの開発・整備及び利用技術の開発・普及

１．「次世代スーパーコンピュータ」プロジェクト

２．概要
理論、実験と並び、現代の科学技術の方法として確固たる地位を築きつつある計算科学技術をさらに発展さ

せるため、長期的な国家戦略を持って取り組むべき重要技術（国家基幹技術）である「次世代スーパーコン

ピュータ」を平成２２年度の稼働（平成２４年の完成）を目指して開発する。

今後とも我が国が科学技術・学術研究、産業、医・薬など広汎な分野で世界をリードし続けるべく､

（１）世界最先端・最高性能の「次世代スーパーコンピュータ (注) 」の開発・整備

(注) １０ペタFLOPS級
（１ペタFLOPS：1秒間に１千兆回の計算）

（２）次世代スーパーコンピュータを最大限利活用するためのソフトウェアの開発・普及

（３）上記（１）を中核とする世界最高水準のスーパーコンピューティング研究教育拠点（ＣＯＥ）の形成

を文部科学省のイニシアティブにより、開発主体（理化学研究所）を中心に産学官の密接な連携の下、一体

的に推進する。さらに、施設の利用促進のため、戦略的な利用の先行的調査等を推進する。

２．概要
理論、実験と並び、現代の科学技術の方法として確固たる地位を築きつつある計算科学技術をさらに発展さ

せるため、長期的な国家戦略を持って取り組むべき重要技術（国家基幹技術）である「次世代スーパーコン

ピュータ」を平成２２年度の稼働（平成２４年の完成）を目指して開発する。

今後とも我が国が科学技術・学術研究、産業、医・薬など広汎な分野で世界をリードし続けるべく､

（１）世界最先端・最高性能の「次世代スーパーコンピュータ (注) 」の開発・整備

(注) １０ペタFLOPS級
（１ペタFLOPS：1秒間に１千兆回の計算）

（２）次世代スーパーコンピュータを最大限利活用するためのソフトウェアの開発・普及

（３）上記（１）を中核とする世界最高水準のスーパーコンピューティング研究教育拠点（ＣＯＥ）の形成

を文部科学省のイニシアティブにより、開発主体（理化学研究所）を中心に産学官の密接な連携の下、一体

的に推進する。さらに、施設の利用促進のため、戦略的な利用の先行的調査等を推進する。

３．体制
（１）開発主体である独立行政法人理化学研究所を中心とした産学連携体制を構築。
（２）特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律を整備し（平成１８年７月施行）、産学官の研究者等

に幅広く開かれた共用施設として位置付け。

３．体制
（１）開発主体である独立行政法人理化学研究所を中心とした産学連携体制を構築。
（２）特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律を整備し（平成１８年７月施行）、産学官の研究者等

に幅広く開かれた共用施設として位置付け。
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平成20年度
（2008）

平成21年度
（2009）

平成22年度
（2010）

平成23年度
（2011）

計算機棟

研究棟

平成19年度
（2007）

平成18年度
（2006）

平成24年度
（2012）

共有ファイル

演算部
（スカラ部、ベクトル部）

制御フロントエンド
(トータルシステム

ソフトウェア）

次世代ナノ統合
シミュレーション

次世代生命体統合
シミュレーション 実証実証

性能チューニング・高度化性能チューニング・高度化

実証実証

製造・据付調整製造・据付調整

製造・据付調整製造・据付調整

設計設計

建設建設

試作・評価

詳細設計詳細設計

製作・評価

シ
ス
テ
ム

ア
プ
リ
ケ
ー
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ン
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ウ
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施
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詳細設計詳細設計

詳細設計詳細設計概念設計

基本設計基本設計

基本設計基本設計

建設建設

設計設計

開発・製作・評価開発・製作・評価

開発・製作・評価開発・製作・評価

５

２．開発スケジュール



・異なる２つの演算部の特性を活かし、あらゆるシミュレーションに対応可能な高い汎用性

・計算能力に関する高い拡張性

・大学や研究機関向けの高性能な計算機への展開性

・スカラ及びベクトルの両技術の確保による、我が国の技術力の強化と、国際競争力の向上

スカラ型
・大きなデータを細分化して処

理する

（ナノデバイスの構造解析や、

遺伝子の相同性検索等の計

算が得意）

・世界的主流となっている技術

従来のスカラ型計算機

・比較的低速なCPUを多数接続

本システムのスカラ部

・CPUの高速化及び新規ネット

ワーク技術による超大規模接

続の実現

ベクトル型
・大きなデータをまとめて処理

する

（大気や海洋の大循環や、

航空機の空力等の計算が

得意）

・我が国が強みを持つ技術

従来のベクトル型計算機

・比較的高速なCPUを接続

本システムのベクトル部

・CPUの省電力化及び光を用

いた革新的ネットワーク技術

による大規模接続の実現

スカラ部とベクトル部から構成される複合汎用システム

[システムの特徴]

制御フロントエンド

（トータルシステムソフトウェア）

スカラ部 ベクトル部

共有ファイル

ナノデバイスの
構造解析

ローカルファイル
共有ファイル

制
御
部

演
算
部

ローカルファイル

外
部
記
憶

遺伝子の
相同性検索

太陽電池の設計

プラズマ流体中の粒子運動

大気や海洋の
大循環

航空機の
空力計算

- -e-
e-I3-

I -

３．システムの基本的な構成
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※理化学研究所提供資料

○計算機棟は、平成２０年３月に建設を開始し、現在基礎工事を実施中。
平成２２年５月頃完工予定。

○研究棟は、現在、設計を実施中。平成２１年１月頃より建設を開始し、
平成２２年５月頃完工予定。

平成２０年７月撮影

４. 施設整備の進捗

７



５. グランドチャレンジの目指すもの

○ペタスケール・コンピューティングでの目標たるにふさわしいアプリ
ケーションについて検討

○科学技術や産業を牽引する力、学際的な波及効果や意義に着目
○計算機に対する要求性能が極めて高いものを選定

ライフサイエンス物質・材料（ナノテクノロジーなど）

○ナノ触媒、燃料電池などの触媒設計、超高速光
スイッチなどの分子デバイス設計などを実現

○近い将来、エレクトロニクス、エネルギー分野な
どにおけるものづくりに貢献

○遺伝子から全身の血流まで人体を丸ごと解析

○将来的な課題として、テーラーメイド医療や創薬
などを実現し、医学の進展に寄与

○他の広汎な分野のアプリケーションにおいても利用可能なノウハウを提供

○国際競争力を支える新産業創造などの政策目標の実現のために不可欠な
分野

８



６. ナノテクノロジー分野の研究開発

●次世代ナノ情報機能・材料 高速、高機能、省エネルギー電子デバイスの開発へ

●次世代ナノ生体物質 感染症の克服に向けて

●次世代エネルギー セルロースからバイオマスエタノール生成へ

☆次世代スパコン☆

☆次世代スパコン☆

☆次世代スパコン☆

電子デバイスの高速応答・高機能、
省エネルギー、環境負荷の低減を可能に。
新たなデバイス創製に寄与する。

未克服のウイルスに対する予防法と
治療法の開発、将来的には創薬の
効率化に寄与

高効率の触媒・酵素の設計が可能に。

ナノ電子デバイス全体（１０万原子系）の計算が
２ヶ月程度で可能。
（実効性能１ペタフロップス）

ウイルスと抗ウィルス剤の結合による不活性化、
抗体との特異な相互作用の解析を実現。
１マイクロ秒の原子の動きをシミュレーションする：３ヶ月
（実効性能：１ペタフロップス）

従来の数千〜数万倍の計算量。
（ 従来型スパコンでは不可能）

１度のエネルギー計算が数秒で可能。
全体でも１日〜十数日で計算出来る！

複合的ナノ電子デバイスシミュレーション

ウィルス全原子シミュレーション

酵素反応のまるごと解析

－ 豊かな未来社会に貢献するナノ分野グランドチャレンジ －

分子研提供資料を基に文部科学省が作成 ９



７．ライフサイエンス分野の研究開発

●分子スケール

●細胞スケール

●臓器全身スケール

☆次世代スパコン☆

●データ解析融合

他の分子・細胞機能と共同的に生起する
現象の理解を可能に

細胞間の物質輸送を考慮した複数細胞
のシミュレーション、細胞の生理機能を積
み上げた組織シミュレーションの確立

心筋の拍動、姿勢の変化による血管形状
の変化、細胞レベルの生理を統合した血
栓症シミュレーションの実現

遺伝情報の網羅的解析に基づく個人差を
考慮した投薬量、最適投与プロセスなど
の開発や創薬ターゲットの探索法の解決
に貢献

量子化学計算、分子動力学計算、粗視化モデル
計算手法を連携した、タンパク質の機能発現の
全過程をシミュレーション

イメージング研究との協力、実験研究の実証に
基づく肝細胞の時空間シミュレーション、複数
細胞(肝小葉）モデルの開発

ヒト全遺伝子規模のネットワーク解析、超大規
模タンパク質相互作用推定、大規模遺伝子多
型解析を実現する。

連続体力学による臓器・循環器系を統一した
全身血流モデルに、細胞レベルの血小板生理
の機能を含めた血流シミュレータの開発

☆次世代スパコン☆

☆次世代スパコン☆

☆次世代スパコン☆

－ 生命現象の統合的な理解 ヘルスサイエンスへの貢献 －

理研提供資料を基に文部科学省が作成 １０



２．プロジェクトの概要１．プロジェクトの背景

３．さらなる利活用の促進



１. シミュレーションへの取り組み

研究機関
アルゴリズムやモデル化
等の研究

CREST
超高速・大容量計算機環境における様々な
分野のシミュレーション技術の開発
例）マルチスケール・マルチフィジックス

シミュレーション技術の革新と実用化基盤

○ ハードウェア等の開発及

び利用

・次世代スーパーコ
ンピュータ、T2K、

グリッド技術

・共用法
・共用イノベーション

○要素技術開発

○高度化支援

○普及、情報発信

○人材育成

グランドチャレ
ンジアプリ
ケーション

次世代スーパーコンピュータ向けソ
フトウェアの開発
例）ライフサイエンス・ナノテクノロジー

革新的シミュ
レーション

実用的シミュレーションソフトウェア
の開発
例）FrontFlow 等

社会的課題の解決

・
・
・

１１



統合衝突モデル

コンピュータの自動モデル生成で約２０
分、計算時間が約１００分(1ペタFLOPS)

前面衝突用

後面衝突用

側面衝突用

個別衝突モデル

人手モデル作成で数ヶ月。計算時間が
約１０時間（１テラFLOPS）

現状 今後

従来、人手で数ヶ月かかっていたモデル作成が、自動車衝突解析自動化で解析を含めて
約１～２時間で終えることで、自動車開発での革命を起こす。それによって、安全で高品質な自
動車を高い確率で生み出すことができる。また、製造における環境への負荷を大きく低減できる。

自動車衝突の解析

期待される具体的成果

ものづくり分野

注）スーパーコンピューティング技術産業応用協議会の資料を基に文部科学省作成

２．次世代スパコンの活用により期待される成果例（１）
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次世代スーパーコンピュータの活用により、ジェットエンジンやガスタービン全体のシミュレーションによる空力、
伝熱、燃焼、構造の解析が可能となる。これにより、開発期間、コスト等の大幅な削減が期待できる。

①開発期間を２／３に短縮
従来と比べて２／３の期間で開発が可能となる（従来１０年に対して７年弱）

②開発コストの半減
１台当りの開発費が、従来は１５００億円～２０００億円として、７５０億円～１０００億円へ削減

③開発リスクの極少化
従来は３回程度の設計変更が必要、ほぼゼロにすることが可能

次世代スーパーコンピュータ現状

各要素ごとの解析
•約１０ヶ月／エンジン全体
•各要素試験の一部代替が可能

低圧タービン

高圧圧縮機ファン

燃焼器

エンジン全体の空力-構造-伝熱連成解析

エンジン全体の非定常解析

エンジン全体の解析
•約１ヶ月／エンジン全体
•エンジン試験の一部代替が可能となる

期待される成果

ジェットエンジンやガスタービンのシミュレーション
ものづくり分野

３．次世代スパコンの活用により期待される成果例（２）
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正20面体格子モデル
3.5kmメッシュ全球雲解像モデル

による水惑星実験の雲画像

全球雲解像大気大循環モデルの台風・集中豪雨の予測への活用

期待される具体的成果

地球環境分野

従来の3.5kmスケールが、400mスケー

ルでシミュレーションが可能になる。

次世代スパコン

○より精度の高い気候予測が可能になる。
○気候変動に伴う台風や集中豪雨など極端現象の予測情報

を提供できる。

全球を対象とした気象シミュレーション
現在のモデル

400mスケールが可能に

４．次世代スパコンの活用により期待される成果例（３）
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５． 次世代IT基盤構築のための研究開発

我が国のシミュレーションソフトウェアの開発・活用環境の抜本的強化を図り、ものづくり分野を中心とした産業イノベーション
の創出やシミュレーション研究の飛躍的発展を図るため、以下の研究開発を実施する。

○ソフトウェアの研究開発
・産業イノベーションに資する高性能･精緻化した独創的な複雑・大規模シミュレーションソフトウェアの開発（解析機能の強化）
・次世代スパコンなど計算機環境の劇的な性能向上を踏まえたソフトウェアの革新的性能向上の研究開発（高速化）

○ソフトウェアの利活用・普及
・開発したソフトウェアの自立的な維持・管理体制の構築に向けた取組

【 概要 】

ものづくりを
中心とした
分野でイノ
ベーション
の創出を支
援すること
により、製品
のコストダウ
ン、開発期
間の短縮を
実現

研究開発体制：公募により中核となる機関を選定し、５カ年間実施する。

大学等の
ソフトウェア

資産

産業界等
のニーズ

新幹線周りの空力騒音減解析 自動車の非定常空力解析 ガスタービン燃焼器の燃焼解析

信頼性の高いソフトウェアの開発（最終的にはフリーウェアとして広く公開）

[ソフトウェアの研究開発] [ソフトウェアの利活用・普及]

・講習会・成果発表の実施

・コミュニティの形成

・商用ライセンスの積極的付与

※プロジェクト終了後の拠点機能維持・管理

体制について検討する。

(コンソーシアムの形成

・ライセンス料の徴収等)

ソフトウェアのソフトウェアの
革新的性能向上革新的性能向上

独創的ソフト独創的ソフト
ウェアのウェアの開発開発

人人 材材 育育 成成

・ソフトウェア資産の高度化・メンテナンス

ソフトウェア資産ソフトウェア資産

＋

高度並列化
産業界のニーズに沿った

新たな解析機能

＋

１５

－ イノベーション創出の基盤となるシミュレーションソフトウェアの研究開発（H20年度～） －



６. 産業利用促進への取り組み

－ 先端研究施設共用イノベーション創出事業 －
大学や研究機関のスーパーコンピュータ資源の活用

・大学や研究機関のスパコン施設を民間企業へ無償で開放し、具体的
な技術課題の解決等を行い、イノベーションを創出。

・企業から提案された課題について選考を行い、マシンタイムと技術

指導研究員等を提供し、企業が利用しやすいサービスを実施。

【 概要 】

共用ナビ共用ナビ（募集状況※、相談等）

http://kyoyonavi.mext.go.jp/

※ 利用課題の募集を随時行っている施設もあります。

スパコンスパコン

・7大学情報基盤センターのスパコン

（北大、東北大、東大、名大、京大、阪大、九大）
・TSUBAME（東工大）
・地球シミュレータ（海洋研究開発機構）

ソフトウェアソフトウェア

利用支援利用支援

・大学等で開発したアプリケーションソフト

・企業の持つプログラムの利用

・専門の技術指導研究員による利用者への技術的な支援

企業

産業利用や
共同研究

技術課題の
解決による
イノベー
ション創出

なお、利用者は終了後に利用報告書を提出（原則公開）。ただし、特許取得等の理由により最大２年間の公開を延期可能。 １６



スーパーコンピューティング技術産業応用協議会

[設立趣旨]
産業界におけるスーパーコンピューティング技術の利活用を推進するため、スーパーコンピュータ用
の先進的応用ソフトウェアの評価、利用技術の開発、普及や超高速コンピュータ網を活用したスーパ

ーコンピュータ利用技術の開発、普及などを推進する目的で平成１７年１２月に設立

[活動内容]
２つの部会を設置し、スーパーコンピュータを活用したシミュレーションソフトウェアの産業界での
利用技術の普及、次世代スーパーコンピュータ開発に関する産業界からの要望事項の検討・取りまと
めなどを実施

会員（参加企業、団体、機関）

数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｿﾌﾄ評価普及部会

広報委員会
オブザーバー

連携

文部科学省

経済産業省

国家プロジェクト

・次世代ｽｰﾊﾟｰ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

・革新的ｼﾐｭﾚｰ

ｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ

他

業界団体

連携

運営委員会

運営小委員会

■参加機関 （平成20年７月時点）

・ナノテクノロジー、ライフサイエンス分野 ： ４４機関
（食品、化学、医薬品など）

・ものづくり分野 ： １０８機関
（自動車、電機・情報など）

・社会基盤整備分野 ： １５機関
（建設、電力、ガス、電話など）

・大学、研究機関 ： １４機関
計： １８１機関

本協議会のアドレス

URL： http://icscp.jp

７. 産業界との協力体制

事務局

計算科学技術普及促進施策部会

先端ｿﾌﾄｳｪｱ応用分科会

ﾅﾉ統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術応用分科会

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ応用分科会

ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ技術分科会

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｿﾌﾄﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ分科会

１７



理化学研究所

国（文部科学省） 共用の促進に関する基本的な方針の策定

（設置） （共用）

先端的な研究施設の開発にポテンシャルを有する
理化学研究所が施設の開発等を実施。

外 部

専門家

実施計画の認可
業務規程の認可

登録施設利用促進機関（登録機関）

◇利用者選定業務
外部専門家の意見を聞きつつ、研究等を行う者の選定 等

◇利用支援業務
情報の提供、相談等の援助

連携

特定先端大型研究施設
世界最高レベルの性能を有し、広範な分野における多様な研究等に
活用されることによりその価値が最大限に発揮される大型研究施設

特定高速電子計算機施設
（次世代スーパーコンピュータ）

広範な分野の
研究者の活用

利用の応募

特定放射光施設
（SPring-8・XFEL）

◇次世代ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀの開発、高速計算機施設の
建設・維持管理 等

◇放射光共用施設（SPring-8・XFEL)の建設・維持管
理 等

公平かつ効率的な共用を行うため、施設利用研究に専門的な知見を
有する、開発主体とは別の機関が共用業務を実施

利用者のニーズ
公正な課題選定
情報提供、研究相談、技術
指導等

実施計画の認可

８．特定先端大型研究施設の共用の枠組み

独立行政法人 大学 産業界

利用者（民間、大学、独立行政法人、基礎研究から産業利用まで幅広い利用）

イメージ図
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９．次世代スーパーコンピュータ施設の利活用の検討

○共用法に基づく、世界最先端・最高性能の計算機

○特定分野の研究を戦略的・重点的に推進

・戦略的利用

○多様な利用者のニーズに応える利用

・一般的利用（産業利用枠、人材利用枠）

○設置者による高度化のための利用

○登録機関によるきめ細かい研究支援

共用のあり方

１９



○戦略的研究開発プログラム

・戦略委員会による分野及び目標の設定

・国による戦略機関の決定（公募）

・研究期間は５年間、スパコンの優先利用

○効果的・効率的な連携体制

・戦略機関、設置者などで構成する連携推進会議

・幅広い関係者からなるフォーラム

○産業利用や人材育成機能などを全体として有機的に形成

○ネットワーク型の機能形成

研究機能の構築

２０

１０．次世代スーパーコンピュータ施設の利活用の検討（つづき）



○研究者を目指す学生や企業等の研究者・技術者の育成
○人材育成支援プログラム
・スパコンを直接利用する機会を提供（教育利用枠）
・大学等と連携し、学生や研究者への研究指導、連携講座

の設定（戦略機関）
○スパコン利用による研究活動を通じた人材育成
○登録機関による技術講演会やセミナー
○インターンシップ制度

（平成２０年７月 次世代スーパーコンピュータ作業部会報告書より抜粋）

人材育成

２１

１１．次世代スーパーコンピュータ施設の利活用の検討（つづき）



１２．戦略的研究開発プログラムのイメージ

１．戦略分野、戦略目標の設定と戦略機関の選定１．戦略分野、戦略目標の設定と戦略機関の選定

２．戦略機関のイメージ２．戦略機関のイメージ

戦略分野Ａ
＜戦略目標＞
・重点開発事項
・人材育成 等

戦
略
機
関

戦
略
機
関

戦
略
機
関

(a) (b) (c)

戦略分野Ｂ
＜戦略目標＞
・重点開発事項
・人材育成 等

国（文部科学省)

戦略委員会
(審議会)

例：戦略分野：ライフサイエンス、ナノサイエンス、エネルギー等
戦略目標：○○を可能とするシミュレーション技術の開発

○○分野における優秀な若手研究者の育成

戦略機関としては、大学、大学共同利用機関、大学附置研究所、
独立行政法人、財団法人、民間企業等を想定。

戦略分野・戦略
目標の検討

戦略分野・戦略
目標の設定

戦略機関の決定

戦略機関の選定

公 募

２２



３．戦略的研究開発プログラムの運営３．戦略的研究開発プログラムの運営

戦略分野専門部会

（戦略分野Ａ）
戦略分野専門部会

（戦略分野Ｂ）

戦略委員会

理化学研究所（設置者）

登録機関
（及び選定委員会）

戦
略
機
関
(a)

戦
略
機
関
(b)

戦
略
機
関
(c)

連携推進会議
を設置

国（文部科学省）

次世代スパコン

○戦略委員会

・各戦略分野の専門家を含む有識者で構成。
・本委員会の主な機能は以下のとおり。
→戦略機関の選定
→戦略プログラム全体の研究教育の進捗状況の
把握・評価

→分野間の研究費の配分計画の策定 等

○戦略分野専門部会

・戦略分野ごとに、当該戦略分野の専門家等で構
成。

・本専門部会の主な機能は以下のとおり。
→当該戦略分野における研究教育の進捗状況の
把握・評価

→当該戦略分野の戦略機関に対する研究費の配
分計画の策定 等

○連携推進会議

戦略的研究開発プログラムにおいて効果的・効率的
な研究教育を実施するため、実施機関で連携推進会議を
設置。

２３

１３．戦略的研究開発プログラムのイメージ（つづき）



次世代スーパーコンピュータ

全国の計算機資源

一般的利用戦略的利用

研究開発 人材育成

産学連携 分野連携

民間企業

全国の研究機関

全国の大学等
教育機関

戦略機関戦略機関

戦略機関戦略機関

戦略機関戦略機関

人材育成

産学連携

共同研究
分野融合

１４．次世代スパコンにおける諸機能の構築

大学

民間企業

独法研究機関 等

の多様な利用者

連携推進会議

理化学研究所理化学研究所

登録機関登録機関

○共通基盤的研究開発 等
○施設の維持管理

○情報発信、理解増進
○技術的支援

連携

次世代スーパーコンピュータ利用推進フォーラム（仮称）

次世代スパコンの利用促進と計算科学技術の普及・振興

○利用者等の情報交流・研究交流等の推進
○研究成果や知見等の集約・蓄積・発信
○共同研究等による分野連携や産学連携の推進

方策の検討・実施 等
２４




